
第１部　総合的な施策等に関する報告

第 １ 章　

持 続 可 能 性 と 豊 か さ

第 １ 節　 持 続 可 能 性 と 豊 か さ を め ぐ る 動 き 2

1　 地 球 の 資 源 の 起 源 2

2　 私 た ち の 豊 か な 生 活 と 持 続 可 能 性 4

3　 持 続 可 能 性 と 豊 か さ に 関 す る 国 際 的 な

認 識 の 進 展 5

第 ２ 節　 持 続 可 能 性 の 検 証 と 豊 か さ の 考 察 9

1　 世 界 の 持 続 可 能 性 の 現 状 9

2　 我 が 国 の 持 続 可 能 性 と 豊 か さ 19

第 ２ 章　

地 球 と 人 と の 確 か な つ な が り

第 １ 節　 地 球 か ら 受 け る 恵 み と 私 た ち の 生 活 30

1　 健 全 な 生 物 多 様 性 が 提 供 す る 暮 ら し の 安 全 31

2　 森 林 資 源 の 維 持 に よ っ て 支 え ら れ る 文 化 的 な

木 造 建 築 32

3　 地 域 固 有 の 風 土 に 育 ま れ る 地 域 に

ざ し た 食 文 化 32

4　 バ イ オ ・ テ ク ノロ ジ ー に 利 用 さ れ る

生 物 遺 伝 資 源 34

5　 自 然 が 育 む 文 化 35

第 ２ 節　 地 球 と 生 き 物 と の つ な が り 37

1　 地 球 上 で つ な が る 生 物 た ち 37

2　 健 全 な つ な が り の 損 失 43

第 ３ 節　 地 球 を 未 来 の 世 代 へ 伝 え る た め の 知 恵 49

1　 生 活 の 中 か ら 生 ま れ る 知 恵 49

2　 地 域 の 共 同 体 の 中 で 育 ま れ る 知 恵 52

3　 生 物 多 様 性 の 持 続 可 能 な 利 用 に 向 け て 54

第 ３ 章　

地 球 の い の ち を 未 来 に つ な ぐ

第 １ 節　COP10 及 びMOP5 の 成 果 と 今 後 の 展 開 59

1　COP10 開 催 ま で の 経 緯 59

2　COP10 及 びMOP5 の 概 要 63

第 ２ 節　 拡 大 す る 生 物 多 様 性 の 損 失 73

1　 世 界 に お け る 生 物 多 様 性 の 損 失 の 状 況 73

2　 日 本 に お け る 生 物 多 様 性 の 損 失 の 状 況 74

3　 生 物 多 様 性 と 私 た ち の 暮 ら し と の 関 係 77

4　 日 本 が 世 界 の 生 物 多 様 性 に 及 ぼ す 影 響 79

第 ３ 節　 生 物 多 様 性 の 損 失 を く い 止 め る た め に 82

１　 世 界 に お け る 対 策 と 方 向 性 82

２　 日 本 に お け る 対 策 の 現 状 と 方 向 性 83

第 ４ 節　 生 物 多 様 性 に 配 慮 し た 社 会 経 済 へ の 転 換 86

1　 生 物 多 様 性 の 普 及 啓 発 86

2　 企 業 に よ る 取 組 86

3　 家 庭 に お け る 取 組 90



第４章 

持続可能な社会の実現に

向けた日本の貢献

第 ３ 節　 低 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け た 日 本 の 取 組 122

1　 低 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け た 国 際 的 な 動 き と

日 本 の 対 応 122

2　 低 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け た 日 本 国 内 に

お け る 取 組 と 海 外 へ の 展 開 124

第 ５ 章 

東 日 本 大 震 災 か ら の 復 興 に 向 け て

1　 震 災 に よ る 環 境 問 題 へ の 対 応 144

2　 電 力 需 給 の 逼 迫 に 対 す る 取 組 147

3　 震 災 復 興 と 安 全 安 心 で 持 続 可 能 な

社 会 づ く り に 向 け て 149

む す び 151

第 １ 節　 持 続 可 能 な 社 会 へ の 道 92

1　 持 続 可 能 な 社 会 づ く り に 向 け た 動 き

～ 世 界 の グ リ ー ン ・
ク ロ ー ス の 潮 流 ～ 92

2　 グ リ ー ン ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン を 通 じ た 成 長 と

環 境 政 策 96

3　 持 続 可 能 な 社 会 づ く り に 資 す る 技 術 を

支 え る 資 金 と 環 境 金 融 100

4　 持 続 可 能 な 社 会 づ く り に 資 す る 知 恵 の

基 盤 と な る 教 育 102

第 ２ 節　 静 脈 産 業 で 世 界 の 循 環 型 社 会 の 構 築 を　105

1　 世 界 の 廃 棄 物 の 将 来 予 測　105

2　 世 界 の 廃 棄 物 ・ リ サ イ ク ル 事 情　107

3　 我 が 国 の 廃 棄 物 ・ リ サ イ ク ル 産 業 の

世 界 展 開 に 向 け て　112

第２部　各分野の施策等に関する報告

第１章　

低炭素社会の構築

第 １ 節　 地 球 温 暖 化 問 題 の 現 状　156

1　 問 題 の 概 要　156

2　 地 球 温 暖 化 の 現 況 と 今 後 の 見 通 し　156

3　日本の温室効果ガスの排出状況（確定値）　157

4　 フ ロ ン 等 の 現 状　158

第 ２ 節　 地 球 温 暖 化 対 策 に 係 る 国 際 的 枠 組 み の 下 で の

取 組　159

1　 気 候 変 動 枠 組 条 約 に 基 づ く 取 組　159

2　 ク リ ー ン 開 発 と 気 候 に 関 す る ア ジ ア 太 平 洋

パ ー ト ナ ー シ ッ プ （APP ） 及 び エ ネ ル ギ ー 効 率 に

関 す る 国 際 パ ー ト ナ ー シ ッ プ （GSEP ）　161

3　 開 発 途 上 国 へ の 支 援 の 取 組　161

4　 京 都 メ カ ニ ズ ム の 活 用 と 新 た な 二 国 間 の

枠 組 み の 構 築 に 向 け た 取 組　161

5　 気 候 変 動 枠 組 条 約 の 究 極 的 な 目 標 の 達 成 に

資 す る 科 学 的 知 見 の 収 集 等　162

6　 そ の 他 の 取 組　162

第 ３ 節　 地 球 温 暖 化 防 止 に 向 け た 国 内 対 策　163

1　 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 削 減 、 吸 収 等 に 関 す る

対 策 ・ 施 策　163

2　 横 断 的 施 策　165

3　 基 盤 的 施 策　168

4　 フ ロ ン 等 対 策　168

第２章　

大気環境、水環境、

土壌環境等の保全

第 １ 節　 大 気 環 境
、

水 環 境
、

土 壌 環 境 等 の 現 状　171

1　 大 気 環 境 の 現 状　171

2　 地 域 の 生 活 環 境 の 現 状　176

3　 水 環 境 の 現 状　177

4　 土 壌 環 境 の 現 状　180

5　 地 盤 環 境 の 現 状　181

6　 海 洋 環 境 の 現 状　182

第 ２ 節　 大 気 環 境 の 保 全 対 策　182

1　 大 気 環 境 の 監 視 ・ 観 測 体 制 の 整 備　182

2　 固 定 発 生 源 対 策　183

3　 移 動 発 生 源 対 策　183

4　 微 小 粒 子 状 物 質(PM2.5) 対 策　185

5　 光 化 学 オ キ シ ダ ン ト 対 策　185

6　 多 様 な 有 害 物 質 に よ る 健 康 影 響 の 防 止　186

7　 酸 性 雨 ・ 黄 砂 に 係 る 対 策　186

第 ３ 節　 地 域 の 生 活 環 境 に 係 る 問 題 へ の 対 策　188

第 ４ 節　 水 環 境 の 保 全 対 策　191

1　 環 境 基 準 の 設 定 等　191

2　 水 環 境 の 効 率 的 ・ 効 果 的 な 監 視 等 の 推 進 一…191

3　 公 共 用 水 域 に お け る 水 環 境 の 保 全 対 策　191

4　 地 下 水 汚 染 対 策　194

5　 環 境 保 全 上 健 全 な 水 循 環 の 確 保　195

第 ５ 節　 土 壌 環 境 の 保 全 対 策　195

1　 市 街 地 等 の 土 壌 汚 染 対 策　195

2　 農 用 地 土 壌 汚 染 対 策　198

第 ６ 節　 地 盤 環 境 の 保 全 対 策　198

第 ７ 節　 海 洋 環 境 の 保 全　198

1　 海 洋 汚 染 の 防 止 等　198

2　 排 出 油 等 防 除 体 制 の 整 備　199

3　 海 洋 環 境 保 全 の た め の 監 視 ・ 調 査　199

4　 監 視 取 締 り の 現 状　199

5　 漂 流 ・ 漂 着 ご み 対 策　199

第 ３ 章　

循 環 型 社 会 の 構 築 に 向 け て

第 １ 節　 は じ め よ う 。3R 。　201

1　 は じ め に　201

2　 循 環 型 社 会 基 本 計 画 の 進 捗 状 況　201

3　 ま ず は で き る こ と か ら 。 廃 棄 物 等 の 発 生 を

抑 制 す る た め に 。　205

4　3R 行 動 の 促 進 に 向 け て　211

第 ２ 節　 廃 棄 物 等 の 発 生 、 循 環 的 な 利 用 及 び

処 分 の 現 状　212

1　 わ が 国 の 物 質 フ ロ ー　212

2　 一 般 廃 棄 物　231

3　 産 業 廃 棄 物　233

4　 廃 棄 物 関 連 情 報　235

第 ３ 節　 循 環 型 社 会 の 形 成 に 向 け た 法 制 度 の

施 行 状 況　246

第 ４ 節　 循 環 型 社 会 を 形 成 す る 基 盤 整 備　256

第 ５ 節　 国 際 的 な 循 環 型 社 会 の 構 築　262

第 ４ 章　

化 学 物 質 の 環 境 リ ス ク の

評 価 ・ 管 理

第 １ 節　 化 学 物 質 の 環 境 中 の 残 留 実 態 の 現 状　273

1　 初 期 環 境 調 査　273

2　 詳 細 環 境 調 査　273

3　 モ ニ タ リ ン グ 調 査　273

第 ２ 節　 化 学 物 質 の 環 境 リ ス ク 評 価　275

1　 化 学 物 質 の 環 境 リ ス ク 評 価 の 推 進　275

2　 化 学 物 質 の 内 分 泌 か く 乱 作 用 問 題 に

係 る 取 組　275

第 ３ 節　 化 学 物 質 の 環 境 リ ス ク の 管 理　275

1　 化 学 物 質 の 審 査 及 び 製 造 等 の 規 制 に

関 す る 法 律 に 基 づ く 取 組　275

2　 特 定 化 学 物 質 の 環 境 へ の 排 出 量 の

把 握 等 及 び 管 理 の 改 善 の 促 進 に 関 す る

法 律 に 基 づ く 取 組　276

3　 ダ イ オ キ シ ン 類 問 題 へ の 取 組　278

4　 農 薬 の リ ス ク 対 策　279

第 ４ 節　 小 児 環 境 保 健 へ の 取 組　280

第 ５ 節　 化 学 物 質 に 関 す る

リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン　280

第 ６ 節　 国 際 的 動 向 と 日 本 の 取 組　280

1　 国 際 的 な 化 学 物 質 管 理 の た め の

戦 略 的 ア プ ロ ー チ(SAICM)　280

2　 国 連 の 活 動　282

3　0ECD の 活 動　282

4　 諸 外 国 の 化 学 物 質 規 制 の 動 向 を 踏 ま え た 取 組　282

第 ７ 節　 国 内 に お け る 毒 ガ ス 弾 等 に 係 る 対 策　283

1　 個 別 地 域 の 事 案　283

2　 毒 ガ ス 情 報 セ ン タ ー　283

第 ５ 章　

生 物 多 様 性 の 保 全 及 び 持 続 可

能 な 利 用

第 １ 節　 生 物 多 様 性 の 現 状　285

1　 地 球 の 生 物 多 様 性 の 現 状　285

2　 わ が 国 の 生 物 多 様 性 の 現 状　285

第 ２ 節　 生 物 多 様 性 を 社 会 に 浸 透 さ せ る 取 組(

生 物 多 様 性 の 主 流 化)　289

1　 普 及 広 報 と 国 民 参 画　289

2　 自 然 と の ふ れ あ い　290

3　 教 育 ・ 学 習　292

第 ３ 節　 地 域 に お け る 人 と 自 然 の 関 係 を

再 構 築 す る 取 組　292

1　 絶 滅 の お そ れ の あ る 種 の 保 存　292

2　 野 生 鳥 獣 の 保 護 管 理　294

3　 外 来 種 等 へ の 対 応　295

4　 動 物 の 愛 護 と 適 正 な 管 理　295

5　 遺 伝 資 源 等 の 持 続 可 能 な 利 用　296

第 ４ 節　 森 ・ 里 ・ 川 ・ 海 の つ な が り を 確 保 す る

取 組　297

1　 生 態 系 ネ ッ ト ワ ー ク　297



2　 重 要 地 域 の 保 全　297

3　 自 然 再 生 の 推 進　300

4　 農 林 水 産 業　300

5　 里 地 里 山 ・ 田 園 地 域301

6　 森 林　301

7　 都 市　302

8　 河 川 ・ 湿 原　302

9　 沿 岸 ・ 海 洋　303

第 ５ 節　 地 球 規 模 の 視 野 を 持 つ て 行 動 す る 取 組　304

1　 国 際 的 取 組　304

2　 情 報 整 備 ・ 技 術 開 発　307

第 ６ 章　

各 種 施 策 の 基 盤
、

各 主 体 の

参 加 及 び 国 際 協 力 に 係 る 施 策

第 １ 節　 政 府 の 総 合 的 な 取 組　309

1　 環 境 保 全 経 費　309

2　 政 府 の 対 策　309

第 ２ 節　 環 境 影 響 評 価 等　310

1　 戦 略 的 環 境 ア セ ス メ ン ト の 導 入　310

2　 環 境 影 響 評 価 の 実 施　310

第 ３ 節　 調 査 研 究
、

監 視 ・ 観 測 等 の 充 実 、

適 正 な 技 術 の 振 興 等　312

1　 調 査 研 究 及 び 監 視 ・ 観 測 等 の 充 実　312

2　 技 術 の 振 興　314

3　 国 に お け る 基 盤 整 備 等　315

4　 地 方 公 共 団 体 、 民 間 団 体 等 に お け る 取 組 の

促 進　315

5　 成 果 の 普 及 等　315

第 ４ 節　 環 境 情 報 の 整 備 と 提 供 ・ 広 報 の 充 実　315

1　 環 境 情 報 の 体 系 的 な 整 備 と 提 供　315

2　 広 報 の 充 実　316

第 ５ 節　 地 域 に お け る 環 境 保 全 の 推 進　317

1　 地 域 に お け る 環 境 保 全 の 現 状　317

2　 持 続 可 能 な 地 域 づ くり に 関 す る 取 組　317

3　 公 害 防 止 計 画　317

第 ６ 節　 環 境 保 健 対 策 、 公 害 紛 争 処 理 等 及 び

環 境 犯 罪 対 策　318

1　 健 康 被 害 の 救 済 及 び 予 防　318

2　 公 害 紛 争 処 理 等　322

3　 環 境 犯 罪 対 策　324

第 ７ 節　 環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 の 推 進 及 び

環 境 保 全 活 動 の 促 進　325

1　 環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 の 推 進　325

2　 環 境 保 全 活 動 の 促 進　327

3　 「 国 連 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育 の10

年 」 の 取 組　327

4　 環 境 研 修 の 推 進　328

第 ８ 節　 社 会 経 済 の グ リ ー ン 化 の 推 進 に

向 け た 取 組　328

1　 経 済 的 措 置　328

2　 環 境 配 慮 型 製 品 の 普 及 等　329

3　 事 業 活 動 へ の 環 境 配 慮 の 組 込 み の 推 進　332

4　 環 境 に 配 慮 し た 投 融 資 の 促 進　334

5　 そ の 他 環 境 に 配 慮 し た 事 業 活 動 の 促 進　334

6　 社 会 経 済 の 主 要 な 分 野 で の 取 組　335

第 ９ 節　 国 際 的 取 組 に 係 る 施 策　336

1　 地 球 環 境 保 全 等 に 関 す る

国 際 協 力 等 の 推 進　336

2　 調 査 研 究 、 監 視 ・ 観 測 等 に 係 る 国 際 的 な

連 携 の 確 保 等　340

3　 民 間 団 体 等 に よ る 活 動 の 推 進　340

第 １ 章　

低 炭 素 社 会 の 構 築

第 １ 節　 地 球 温 暖 化 対 策 に 係 る 国 際 的 枠 組 み の

下 で の 取 組　343

第 ２ 節　 地 球 温 暖 化 防 止 に 向 け た 国 内 対 策　344

1　 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 削 減 、 吸 収 等 に

関 す る 対 策 ・ 施 策　344

2　 横 断 的 施 策　346

3　 基 盤 的 政 策　347

4　 フ ロ ン 等 対 策　348

第 ２ 章　

大 気 環 境

、

水 環 境

、

土 壌 環 境

等 の 保 全

第 １ 節　 大 気 環 境 の 保 全 対 策　349

1　 大 気 環 境 の 監 視 ・ 観 測 体 制 の 整 備　349

2　 固 定 発 生 源 対 策　349

3　 移 動 発 生 源 対 策　349

4　 微 小 粒 子 状 物 質 （PM2.5 ） 対 策　350

5　 光 化 学 オ キ シ ダ ン ト 対 策　350

6　 多 様 な 有 害 物 質 に よ る 健 康 影 響 の 防 止　351

7　 越 境 大 気 汚 染 対 策　351

第 ２ 節　 地 域 の 生 活 環 境 に 係 る 問 題 へ の 対 策　351

1　 騒 音 ・ 振 動 対 策　351

2　 悪 臭 対 策　352

3　 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 対 策　352

4　 光 害 （ ひ か り が い ） 対 策 等　352

第 ３ 節　 水 環 境 の 保 全 対 策　353

1　 環 境 基 準 の 設 定 等　353

2　 水 環 境 の 効 率 的 ・ 効 果 的 な 監 視 等 の 推 進　353

3　 公 共 用 水 域 に お け る 水 環 境 の 保 全　353

4　 地 下 水 汚 染 対 策　354

5　 環 境 保 全 上 健 全 な 水 循 環 の 確 保　354

第 ４ 節　 土 壌 環 境 の 保 全 対 策　355

1　 市 街 地 等 の 土 壌 汚 染 対 策　355

2　 農 用 地 の 土 壌 汚 染 対 策　355

第 ５ 節　 地 盤 環 境 の 保 全 対 策･355

第 ６ 節　 海 洋 環 境 の 保 全　355

1　 海 洋 汚 染 等 の 防 止 に 関 す る 国 際 的 枠 組 み と

取 組　355

2　 排 出 油 等 防 除 体 制 の 整 備　356

3　 監 視 等 の 体 制 の 整 備　356

4　 漂 流 ・ 漂 着 ご み 対 策　356

第 ３ 章　

循 環 型 社 会 の 形 成

第 １ 節　 循 環 型 社 会 の 形 成 に 向 け た 法 制 度 の

施 行 に っ い て　357

第 ２ 節　 循 環 型 社 会 を 形 成 す る 基 盤 整 備　359

第 ３ 節　 国 際 的 な 循 環 型 社 会 の 構 築　363

第 ４ 章　

化 学 物 質 の 環 境 リ ス ク の

評 価
・

管 理

第 １ 節　 化 学 物 質 の 環 境 リ ス ク 評 価　365

1　 化 学 物 質 の 環 境 中 の 残 留 実 態 の

把 握 の 推 進　365

2　 化 学 物 質 の 環 境 リ ス ク 評 価 の 推 進　365

第 ２ 節　 化 学 物 質 の 環 境 リ ス ク の 管 理　365

1　 化 学 物 質 の 審 査 及 び 製 造 等 の 規 制 に 関 す る 法 律

に 基 づ く 取 組　365

2　 特 定 化 学 物 質 の 環 境 へ の 排 出 量 の 把 握 等 及 び 管

理 の 改 善 の 促 進 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 取 組　365

3　 ダ イ オ キ シ ン 類 問 題 へ の 取 組　366

4　 農 薬 の リ ス ク 対 策　366

第 ３ 節　 小 児 環 境 保 健 へ の 取 組　367

第 ４ 節　 化 学 物 質 に 関 す る リ ス ク

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン　367



第 ５ 節　 国 際 的 動 向 と 日 本 の 取 組　367

第 ６ 節　 国 内 に お け る 毒 ガ ス 弾 等 に 係 る 対 策　368

第 ５ 章　

生 物 多 様 性 の 保 全 及 び 持 続 可

能 な 利 用
～

私 た ち の い の ち と

暮 ら し を 支 え る 生 物 多 様 性
～

第 １ 節　 生 物 多 様 性 を 社 会 に 浸 透 さ せ る 取 組(

生 物 多 様 性 の 主 流 化)　369

1　 普 及 広 報 と 国 民 参 画　369

2　 自 然 と の ふ れ あ い　369

3　 教 育 ・ 学 習　370

第 ２ 節　 地 域 に お け る 人 と 自 然 の 関 係 を

再 構 築 す る 取 組　371

1　 絶 滅 の お そ れ の あ る 種 の 保 存　371

2　 野 生 鳥 獣 の 保 護 管 理　371

3　 外 来 種 等 へ の 対 応　372

4　 動 物 の 愛 護 と 適 正 な 管 理　372

5　 遺 伝 資 源 等 の 持 続 可 能 な 利 用　372

第 ３ 節　 森 ・ 里 ・ 川 ・ 海 の っ な が り を

確 保 す る 取 組　373

1　 生 態 系ﾈｯﾄﾜｰｸ　373

2　 重 要 地 域 の 保 全　373

3　 自 然 再 生 の 推 進　374

4　 農 林 水 産 業　375

5　 里 地 里 山 ・ 田 園 地 域　375

6　 森 林　375

7　 都 市　376

8　 河 川 ・ 湿 原　376

9　 沿 岸 ・ 海 洋　377

第 ４ 節　 地 球 規 模 の 視 野 を 持 っ て 行 動 す る 取 組　378

1　 国 際 的 取 組　378

2　 情 報 整 備 ・ 技 術 開 発　379

第 ６ 章　

各 種 施 策 の 基 盤

、

各 主 体 の

参 加 及 び 国 際 協 力 に 係 る 施 策

第 １ 節　 政 府 の 総 合 的 な 取 組　381

1　 環 境 保 全 経 費　381

2　 政 府 の 対 策　381

第 ２ 節　 環 境 影 響 評 価 等　381

1　 戦 略 的 環 境 ア セ ス メ ン トの 導 入　381

2　 環 境 影 響 評 価 の 実 施　382

第 ３ 節　 調 査 研 究 、 監 視 ・ 観 測 等 の 充 実 、

適 正 な 技 術 の 振 興 等　382

1　 調 査 研 究 及 び 監 視 ・ 観 測 等 の 充 実　382

2　 技 術 の 振 興　384

3　 国 に お け る 基 盤 整 備 等　385

4　 地 方 公 共 団 体 、 民 間 団 体 等 に お け る 取 組 の

促 進　385

5　 成 果 の 普 及 等　385

第 ４ 節　 環 境 情 報 の 整 備 と 提 供 ・ 広 報 の 充 実　385

1　 環 境 情 報 の 体 系 的 な 整 備 と 提 供　385

2　 広 報 の 充 実　386

第 ５ 節　 地 域 に お け る 環 境 保 全 の 推 進　386

1　 地 方 環 境 事 務 所 に お け る 取 組　386

2　 持 続 可 能 な 地 域 づ くり に 対 す る 取 組　386

3　 公 害 防 止 計 画　386

第 ６ 節　 環 境 保 健 対 策 、 公 害 紛 争 処 理 等 及 び

環 境 犯 罪 対 策　386

1　 健 康 被 害 の 救 済 及 び 予 防　386

2　 公 害 紛 争 処 理 等　387

3　 環 境 犯 罪 対 策　388

第 ７ 節　 環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 の 推 進 及 び

環 境 保 全 活 動 の 促 進　388

1　 環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 の 推 進　388

2　 環 境 保 全 活 動 の 促 進　389

3　 「 国 連 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 教 育 の10

年 」 の 取 組　389

4　 環 境 研 修 の 推 進　389

第 ８ 節　 社 会 経 済 の グ リ ー ン 化 の 推 進 に

向 け た 取 組　389

1　 経 済 的 措 置　389

2　 環 境 配 慮 型 製 品 の 普 及 等　390

3　 事 業 活 動 へ の 環 境 配 慮 の 組 込 み の 推 進　391

4　 環 境 に 配 慮 し た 投 融 資 の 促 進　391

5　 そ の 他 環 境 に 配 慮 し た 事 業 活 動 の 促 進　392

6　 社 会 経 済 の 主 要 な 分 野 で の 取 組　392

第 ９ 節　 国 際 的 取 組 に 係 る 施 策　393

1　 地 球 環 境 保 全 等 に 関 す る 国 際 協 力 等 の

推 進　393

2　 調 査 研 究 、 監 視 ・ 観 測 等 に 係 る

国 際 的 な 連 携 の 確 保 等　394

3　 民 間 団 体 等 に よ る 活 動 の 推 進　395

コ ラ ム 目 次

小 惑 星 イ ト カ ワ と 地 球　3

ス モ ー ル ・ イ ズ ・ ビ ュ ー テ ィ フ ル　9

現 代 版　 蝸 牛 考 （ か ぎ ゅ う こ う ）　36

「 森 は 海 の 恋 人 運 動 」 と 震 災 に よ る 被 害　40

鳥 類 の 糞 と 人 類 の 歴 史　42

都 市 緑 地 に お け る 生 物 多 様 性 の 管 理 に お け る

知 恵 （ 京 都 ）　57

難 航 し たCOP10 交 渉　67

生 態 系 と 生 物 多 様 性 の 経 済 学 （TEEB ）　70

0ECD が 行 う 環 境 保 全 成 果 レ ビ ュ ー プ ロ グ ラ ム　95

環 境 経 済 観 測 調 査　99

地 方 公 共 団 体 の 取 組

－ ソ ー ラ ー カ ー と 小 中 学 生 －　104

全 世 界 及 び ア ジ ア に お け る 廃 棄 物 処 理 ・ リ サ イ ク ル

産 業 の 輸 出 シ ェ ア の 比 較　110

我 が 国 が 有 す る 技 術　113

中 国 に お け る 廃 棄 物 処 理 プ ラ ン ト の 展 開　114

東 ア ジ ア に お け る 廃 棄 物 処 理 プ ラ ン ト の 展 開　114

中 国 に お け る リ サ イ ク ル 事 業 の 展 開　115

ア ジ ア の 現 地 企 業 の 買 収 に よ る 事 業 展 開　115

商 社 に よ る 展 開　116

ア ジ ア 市 場 で の 製 品 回 収 と 再 生 機 販 売　117

川 崎 市
一

瀋 陽 市 （ 中 国 ） 間 の

協 力 支 援 に つ い て　119

茨 城 県
一

天 津 市 （ 中 国 ） に お け る

日 中 循 環 型 都 市 協 力 に つ い て　119

地 域 の 経 験 を 活 か し た3R マ イ ン ド の 定 着 促 進　121

チャレンジ25地域づくり事業における取組

一中津川市の例一　132

バイオマス資源を利用した環境モデル都市

一檮原町一　133

自 動 車 へ の バ イ オ マ ス プ ラ ス チ ッ ク の 採 用　135

藻 類 に よ る 石 油 資 源 の 代 替　137

日 本 の 風 力 発 電 技 術 の 海 外 展 開　140

LED 電 球 に よ る 消 費 電 力 削 減　148

量 り 売 り に よ る 排 出 抑 制 の 事 例　208

富 山 発 の 食 べ き り 運 動　208

オ フ ィ ス に お け る Ｏ Ａ 用 紙 の 発 生 抑 制 の

取 組 の 効 果　209

循 環 型 社 会 の 形 成 に 向 け た 国 民 、

民 間 団 体 等 の 取 組 事 例　265

循 環 型 社 会 の 形 成 に 向 け た 産 業 界 の 取 組 事 例　267

循 環 型 社 会 地 域 支 援 事 業　271


	page1
	page2
	page3
	page4

